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か
ら
の
要
求
を
募
っ
て
ま
す
。

左
表
は
、
現
在
作
成
し
つ
つ
あ

る
要
求
項
目
で
す
。
さ
ら
に
追

加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
中
央
執
行
委
員
会
段

階
で
は
、
全
体
的
な
要
求
項
目

と
し
て
、「
大
学
改
革
」「
教
授

会
権
限
の
あ
り
方
」「
学
問
の

自
主
性
と
軍
事
研
究
」「
災
害

対
策
」「
給
与
の
あ
り
方
」「
年

俸
制
」「
労
働
契
約
法
18
条
改

正
に
よ
る
５
年
問
題
へ
の
対
応
」

「
振
替
休
日
取
得
の
問
題
」
な

ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
近
く
本

紙
で
お
示
し
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
と
あ
わ
せ
て
、
各
部

局
独
自
の
項
目
を
記
載
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

水
は
け
・
ト
イ
レ
改
善
な
ど
こ
れ
ま
で
も
実
現

お
寄
せ
く
だ
さ
い 

あ
な
た
の
要
求

　

ど
ん
な
小
さ
な
項
目
で
も
、

身
近
な
「
気
に
な
っ
た
こ
と
」

「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
大

学
内
を
歩
く
つ
い
で
に
で
も
探

し
て
い
た
だ
い
て
、
お
伝
え
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人文支部忘年会
１２月９日（水）
１８：３０～
アスト津・みやび
　　　　（予定）
＊お申し込みは組合役員まで。

見渡してください
学長との団体交渉の要求書を作成します

あなたのまわりを

明日学部長選挙第1次投票

学部長はこんな人に！
○学部教授会を中心とした全構成員自治

が保障されるなかで、地域に開かれた自

主的自律的な研究が維持されること

○軍事研究や特定企業の支配をはじめと

する、一切の外部からの不当な支配に屈

しないこと

○全教職員が健康で働き続けられる職

場環境を確保すること

○人文社会系の学問分野は「舵取りとし

ての学問」として、全学および地域社会

に対して発信していくこと

運
営
費
交
付
金
の
削
減
を
許
す
な

財
務
省

　

財
務
省
は
、
先
月
26
日
、
国

立
大
学
運
営
費
交
付
金
を
毎
年

１
％
削
減
す
る
一
方
で
、
授
業

料
引
き
上
げ
や
産
学
連
携
な
ど

に
よ
っ
て
毎
年
１
・
５
％
の
自
己

収
入
を
増
や
す
と
し
た
提
案
を

財
政
制
度
審
議
会
に
示
し
ま
し

た
。
こ
の
提
案
は
、
文
部
科
学

省
に
対
す
る
、「
運
営
費
交
付

金
に
依
存
す
る
な
」
と
い
う
脅

し
を
含
む
も
の
で
す
。
同
提
案

は
、
同
審
議
会
で
了
承
さ
れ
、

そ
の
後
文
部
科
学
省
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　

仮
に
授
業
料
引
き
上
げ
だ
け

で
自
己
収
入
を
ま
か
な
う
と
す

れ
ば
、
そ
の
金
額
は
93
万
円
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

憲
法
26
条
が
国
家
に
義
務
づ
け

る
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
を

投
げ
捨
て
る
も
の
で
す
。

　

す
で
に
、
国
立
大
学
協
会
や

中
央
教
育
審
議
会
も
抗
議
声
明

を
出
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

も
、
こ
の
流
れ
を
押
し
と
ど
め

る
た
め
に
、
全
国
の
運
動
と
連

携
し
て
努
力
す
る
次
第
で
す
。

①人文学部の研究室内の壁面にひび

が入るなど破損しています。改善を

求めます。

②人文学部の研究室の壁（海側）が

劣化しています（雨がしみてくる）。

改善を求めます。

③土砂降りの日に体育館の屋根から

水が滝のように落ちてきて、通路が

歩けなくなっています。何らかの改

善を求めます。

④附属病院横の道路の水たまりで泥

はねを受ける状況です。泥はねがな

いような改善を求めます。

⑤水道水の炭酸カルシウムおよびケ

イ酸塩の問題はその後いかなるとり

くみをされたのでしょうか。報告を

求めます。

　

既
報
の
よ
う
に
、
教
職
員
組

合
で
は
、
毎
年
恒
例
の
学
長
団

体
交
渉
を
申
し
入
れ
ま
す
。
そ

の
内
容
と
し
て
、
各
学
部
支
部

情宣部
長方形



　

こ
の
制
度
は
、「
国
民
個
々
人
に
番
号
を
ふ
り
、

そ
れ
を
行
政
手
続
等
に
お
け
る
キ
ー
と
し
て
用

い
る
こ
と
で
、
行
政
の
窓
口
に
お
け
る
事
務
作

業
を
効
率
化
す
る
」
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
、「
行
政
を
効
率
化
し
、
国
民
の
利
便
性

を
高
め
、
公
平
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

社
会
基
盤
」
が
構
築
さ
れ
る
と
さ
れ
ま
す
。

　　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
は
、
市
町
村
長
が
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
住
民
の
情
報
を
「
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
に
通
知
し
、

こ
れ
に
同
機
構
が
12
ケ
タ
の
番
号
を
付
番
す
る

こ
と
で
、
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
ま
ず
行
政
が
か
わ
り

ま
す
。
税
務
、
社
会
保
障
、
災
害
対
策
の
３
分

野
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
の
制
度
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
他
の
分
野
に
も
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、「
裁
判
の
執
行
、

刑
事
事
件
の
捜
査
」
や
、「
公
益
上
の
必
要
が

あ
る
と
き
」
と
し
て
、
少
年
法
関
係
、
租
税
法

関
係
、
さ
ら
に
は
そ
の
他
無
差
別
大
量
殺
人
行

為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
関

係
な
ど
、
26
本
の
法
律
の
関
係
に
つ
い
て
例
外
、

す
な
わ
ち
個
人
番
号
の
活
用
対
象
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
の
資
料
に
よ
る

と
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
仕
込
ま
れ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
の
民
間
開
放
に
よ
る
民
間
企
業
の
社
員
証
と

し
て
の
活
用
や
、
民
間
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と

し
て
の
利
用
、
興
行
チ
ケ
ッ
ト
等
の
販
売
サ
ー

ビ
ス
の
可
能
化
な
ど
、
夢
は
広
が
り
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
明
ら
か
に
〈
行
政
目
線
で
見

た
行
政
活
動
の
効
率
化
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
考
え
て
、
行
政
保
有
情
報
を
積
極

的
に
活
用
す
る
〉
と
い
う
も
の
で
す
。

　

と
く
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
い
う
、
行
政
上

の
本
人
情
報
を
、
自
分
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
確

認
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
非
常
に
便
利
と
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
個
々
人

が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
自
己
情
報
を
確
認
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
、
国
の
側
は
、
本
人
以
上
に
個
々

人
の
情
報
を
把
握
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。
税

務
、
社
会
保
障
、
災
害
対
策
、
さ
ら
に
は
警
察

関
連
の
情
報
を
横
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
個
人

番
号
を
検
索
キ
ー
と
し
た
個
々
人
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
が
効
率
よ
く
可
能
と
な
る
の
で
す
。

　

問
題
は
、
民
間
企
業
の
保
有
す
る
個
人
情
報

と
つ
な
が
っ
た
場
合
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ

と
は
法
的
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
い
つ
の
間
に
か
民
間
レ
ベ
ル
で
た
く

さ
ん
つ
く
ら
れ
、
サ
イ
バ
ー
空
間
等
で
活
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
公
知
の
事
実
で
す
。

　

個
人
番
号
が
銀
行
等
の
書
類
に
記
載
さ
れ
始

め
た
瞬
間
、個
人
番
号
が
民
間
企
業
で
検
索
キ
ー

と
し
て
使
わ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
パ

ス
ワ
ー
ド
で
の
保
護
も
な
く
書
類
に
直
接
記
載

さ
れ
ま
す
か
ら
、
番
号
が
一
人
歩
き
し
ま
す
。
ま

た
、
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
を
特
定
す

る
検
索
キ
ー
と
し
て
普
遍
的
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出

　

事
業
所
は
従
業
員
に
強
制
で
き
ま
せ
ん

前
田　

定
孝
（
行
政
法
）

学習コーナー

　

し
か
し
そ
こ
で
は
、
行
政
か
ら
漏
れ
た
情
報

が
民
間
企
業
保
有
情
報
と
渾
然
一
体
と
な
っ
て
、

個
人
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
使
わ
れ
る
お
そ

れ
も
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
民
管
理
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
い
う
人
権
侵
害
に
ど
う
対

処
す
る
の
か
が
、
大
学
当
局
の
課
題
で
す
。

　

事
業
主
に
、
そ
の
労
働
者
の
人
権
侵
害
を
未

然
に
防
ぐ
責
任
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
雇
用
主
と

し
て
の
大
学
は
、
以
下
の
４
つ
の
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
大
学
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
し
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出
を
強
制
で
き
ま
せ
ん
。

②
使
用
者
は
税
務
署
や
社
会
保
険
関
係
書
類
へ

個
人
番
号
の
記
載
を
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
。
税
務

や
社
会
保
険
関
係
書
類
へ
の
個
人
番
号
の
記
載

は
、
や
め
る
べ
き
で
す
。

③
大
学
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
検
索
キ
ー
と
し
て

教
職
員
を
管
理
す
る
の
は
不
適
切
で
す
。

④
大
学
は
、
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
う
な
ど
、
絶
対
に
漏
洩
し
な

い
方
法
で
個
人
情
報
を
管
理
す
る
べ
き
で
す
。

　

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
こ
の
１
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

現
在
各
市
町
村
は
、「
通
知
カ
ー
ド
」
の
全
住
民
へ
の
送
付
作
業
を
す
す
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
で
便
利
に
な
る
と
い
わ
れ
、他
方
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
侵
害
さ
れ
る
、個
人
が
把
握
さ
れ
る
、と
い
う
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、そ
の
内
容
と
、そ
の
あ
る
べ
き
対
処
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

（２）  第８８号                 週刊あのつ               ２０１５年１１⽉１０⽇（⽕）

個
人
番
号
を
キ
ー
に

行
政
も
民
間
も
一
括
検
索

国
が
本
人
以
上
に
個
人
情

報
を
管
理
し
や
す
く
な
る

三
重
大
学
に
求
め
る

４
つ
の
対
策

情宣部
長方形


